
下
関
本
社
に
第
２
工
場
　

９
億
円
投
資

来
年
稼
働
へ

荒
木
社
長﹁
雇
用
創
出
で
地
元
経
済
に
貢
献
﹂

大
型
の
産
業
用
機
械
装
置
に
対
応

磯部鉄工協
定
調
印
式
を
実
施
︵
左
か

ら
荒
木
社
長
・
山
口
県
の
末

廣
統
括
官
・
前
田
市
長
︶

　
川
金
ホ

ル
デ

ン
グ

ス
傘
下
の
磯
部
鉄
工
︵
本

社
・
山
口
県
下
関
市

社

長
・
荒
木
逸
治
氏
︶
は


下
関
市
長
府
扇
町
に
本
社

第
２
工
場
を
建
設
す
る


需
要
増
へ
の
対
応
や

現

工
場
で
は
対
応
で
き
な
か


た
大
型
の
産
業
用
機
械

装
置
を
手
掛
け
る
狙
い


投
資
額
は
約
９
億
円
で


来
年
６
月
の
稼
働
開
始
を

予
定
し
て
い
る


　
先
週

日
に
は
工
場
増

設
に
関
し
下
関
市
と
協
定

調
印
式
を
実
施

荒
木
社

長
と
前
田
晋
太
郎
市
長
が

出
席
し

山
口
県
の
末
廣

一
水
産
業
労
働
部
企
業
立

地
統
括
監
が
立
ち
会


た

協
定
に
よ
り

地
域

未
来
投
資
促
進
法
で
定
め

ら
れ
た
﹁
地
域
経
済
牽
引

事
業
﹂
と
し
て
支
援
措
置

を
受
け
ら
れ

磯
部
鉄
工

は
正
社
員
５
人
を
新
た
に

雇
用
す
る
予
定
だ


　
磯
部
鉄
工
の
大
口
顧
客

で
あ
る
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
や

丸
一
鋼
管

丸
一
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
管
は
積
極
的
な
設

備
投
資
を
計
画
し
て
い

る

第
２
工
場
で
こ
の
需

要
に
応
え
る
と
と
も
に


長
大
な
生
産
ラ

イ
ン
向
け
の
設

備
機
械
も
効
率

よ
く
安
全
に
造

れ
る
よ
う
に
な

る


　
第
２
工
場

は

１
９
９
２

年
に
移
転
・
開

設
し
た
現
・
本

社
工
場
建
屋
の

隣
接
地
に
新
設

す
る

荒
木
社

長
は
﹁
下
関
で

の
大
型
投
資
は

年
以
上

ぶ
り

地
元
で
の
ご
縁
に

応
え

雇
用
を
創
出
し
下

関
経
済
に
貢
献
し
た
い


本
社
第
２
工
場
で
は

今

ま
で
以
上
に
当
社
の
小
倉

工
場
で
製
造
し
て
い
る
製

品
加
工
に
も
力
を
入
れ
て

い
く
﹂
と
話
し
て
い
る


　
磯
部
鉄
工
は
１
９
１
４

年
に
下
関
で
創
業
し

九

州
大
学
と
の
産
学
連
携
で

特
殊
鋳
物
に
も
進
出

下

関
工
場
で
は
産
業
用
機
械

装
置
の
設
計
や
製
缶

据

付
を

北
九
州
市
の
小
倉

工
場
で
特
殊
鋳
物
を
製
造

し
て
い
る

２
０
１
８
年

に
ア
ン
ト
・
キ

ピ
タ
ル

・
パ

ト
ナ

ズ
が
資
本

参
加
し


年
４
月
に
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ

ル
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ

商
事

水
島
鋼
板
工
業
で

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
験
を
積
ん
だ
荒
木
氏
を
社
長
に
迎

え
入
れ
た


年
７
月
に
川
金
Ｈ
Ｄ
の
完
全
子
会
社

と
な

て
い
る


鉄鋼新聞 2 0 2 5 年 0 3 月 2 8 日 0 0 3 面 0 1 版 N o . 0 1


